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家族会 林会長

江ヶ崎・海上・希望塾合同家族会の様子

イダ 席 F"
「あおぞらの
大きな家族として…」

日 程

5/26(金 )

hおでニニ崎
6/8(木 )

児童発達支援

センターわかば

6/14(水 )

江佐咀:海上 :

希望塾合同

～ 9/,0(土 )法 A研 修 ～
「人 権 こ専 厳 を 女 え る女 据 J

9_月 10日 (上 )、 海上公民館にてあおでらの全職員を対
象とした醜ヒ会を行いましたQ
「人権と尊厳を支える支援Jと 匙買して、虐待防止Ⅲ身
体拘束の禁上を含めた白容で相澤雅則先生にご講慎いた
だき、最後に!主 「めおぞう虐待ゼ

=作
戦Jについて 02名

の参加職員下人ひとりの考えを発表し合いました。職員回
士の良好な関係Ⅲf動きやす比l明る比l風通しの良い職場環境
づくりが大切であり、それが虐待ゼFや支援口4に繁がっ
ていくことを皆で再確認しました。
地域生活支援室々長・相談支援センター結所長

高木 美枝子
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あおで二家族全を0_口_関0日_程で開焦しました。
江ヶ咀:海上アルフアニ壬房、■望塾の合同家族会
りの開催でした。
旦生活勲Ω怯子堂缶行事のビエ左紹A等
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生がら情報交換とヒていただ査ました。_
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あおぞら家族会々長 林幸子

あおぞらの家族会は 3ヶ所で開かれました。
あおぞら三崎・児童発達支援センターわかば 。江
ヶ崎・海上アルファーエ房と希望塾は一緒の会でし
た。
利用者の年齢の差は就学前から、成人し親元を離
れた人、親亡き後の人とはばの広いものです。
その時期に起こる悩みや不安は様々ですが、あおぞ
らの大きな家族として子供たちがより幸せに過ごせ
る
とぇ京看恋蛮2号可島罷キキ∴たじま写!｀
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成田国際福祉専門学校

非常勤講師

相澤 雅則

相澤 雅則氏

第 4回障がい者の地域生活セ ミナー

「てんでんしのぎ」とは、…

江戸時代、銚子の川日は潮の流れが急で地
元では 「銚子川 口てんでんしのぎ」と言わ
れ、この辺 りを船で通る時は他の船のことを
構わず、自分の操船だけを心懸けよと戒めら
れてきました。そのことから、自分のことだ
けを考えて地域社会を考えてきた時勢から、
横のつながりや主体性をもつた取り組み方の
重要性について学ぶことができました。

あおぞら三崎施設長  増田 直希
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7/!b(日 )「てんでたしのご殉Bらの脱却」

～斜と子市におl十る地域づくと,の現株こ課題～

千薫秘準大学他 雪卜常拗講師



`お楽しみ会
″

銚子の海をバックに
記念撮影

に つ

皆

“遠 足"
「おせんべい、
焼けたかな?」

`お楽駆 統二τttr空↑会しました1

摂ヽ 聟甲チ丁暴盗生与ユブ」

転

て、
でニッコヅ ●

“夏祭 り'
「ドラえもんのかき氷
は最高」

畠
ｎ工一ギ一］沖一つ郭〓」＞中静４卍薪一。」
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“夏祭 り
″

「楽しい～Jつ」
“遠足 (外食会)"
お母さんと一緒に参加で
きました。うれしい!

手作 りのおみこし
で

。
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「ヮッショィ!
ワッショイ!」

海 上

あおぞら三崎

希望塾
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江ヶ崎アルファーエ房
鈴木 啓太郎 (運転手 )

江ヶ崎アルファーエ房
斎藤弥生 (支援員)

あおぞらハウス
永原久子 (世話人)

あおぞらハウス
浪川きみ子 (世話人)

利用者さんの安全に
気をつけながら、やっ
ていきたいと思いま
す。
どうぞよろしくお願いい
たします。

毎日が楽しく、充実し
ています。
利用者さんとたくさん
関わりながら、がんば
つていきたいと思いま
す。
よるしくお願いいたしま
す。

皆さんにご指導いただ
きながら、自身の経験
も活かせるよう努めて
参ります。
よろしくお願いいたしま
す。

利用者の方たちは個
性があり、世話人・支
援員の方々もいい方
ばかりです。
まだわからないことも
ありますが、ご助言・ご
指導をお願い致しま
す。

海 上

希望塾

江ヶ崎

江ヶ崎

物
座膨駆笏4砺魏露写烈潜曜 影 呪

ゝ 、 ガ


